
医療保険上では『在宅患者訪問薬剤管理指

導』と呼び、介護保険上では『居宅療養管理

指導』と区別して呼ばれるのですが、今回は

混乱しないように通称の“在宅”という言葉

を使用して話を進めます。

“在宅”は《何か特別なことをする》こと

ではありません。薬局の調剤室やカウンター

で行っている仕事が、患者さんのお宅に移動

して行われているだけなのです。でも、この

環境の変化はとても大きいために、薬剤師に

“特別なこと”というイメージを与えてしま

うのかもしれません。

在宅での大きな違いの一つは、《安

心》だと思います。患者さんも家族の

方も多くの人が待っている病院での診

察を終え、その後でまた保険薬局に行

かなければなりません。その保険薬局

で、とても親切に対応してくれたり、

落ち着いた雰囲気があったとしても、

疲れた患者さんや家族の方には、『早

くお家に帰ってくつろぎたい』という

感情があると思います。そうでなくて

も、病院や保険薬局では周りの方々や

職員に気兼ねをして、なかなか聞きた

いことが聞けないということもありま

す。“在宅”であれば周りに気兼ねす

る必要もなくなり、遠慮して聞けなかったよ

うなことを安心して質問することができるよ

うになります。このため、薬局の待合室では

聞くことができなかったことを、いろいろ教

えていただけるのですが、これまでに遭遇し

たことのない質問にたじろぐこともありま

す。でも、ここでたじろいだり後ずさりして

逃げ出してしまうことなどできません。答え

られることには理解しやすい言葉で返答し、

即答できないことや確認が必要なことは、

「調べてから、後ほど連絡させていただきま

す」と答えるようにしています。

でも、この対応を聞いた薬学生さんは、

『何だ、この薬剤師！何も知らないんだな！

今ここで答えてあげればいいじゃないか？』

と感じることがあるかもしれません。しかし、

このときは学校の講義で習った“チーム医療”

のことを思い出してください。“在宅”で患

者さんや家族の方にとって一番大事なこと

は、「適切な薬物治療のサポート」を、薬剤

師が実践することにあると思います。“在宅”

で薬剤師が直接行えることは、医療のごく一

部に過ぎません。患者さんの質問に対して、

医師の診断や治療計画、看護師の看護計画と

共に、薬剤師の訪問指導計画と一貫性を欠く
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こんなことを実習前に話してしまったら、

“ビビッて”しまって“在宅”には行きたく

ないと考えてしまう方もいるかもしれませ

ん。でも、ご安心ください。“在宅”での大

きな違いのもう一つ、《保険薬局の薬剤師が

知らない世界》が待っています。

“在宅”の患者さんはどのような環境で生

活されているのか、食事など栄養状況はどう

なのか、それに関連する褥創などの管理はど

のように行われているのか、点滴をしている

患者さんであれば、どのようなラインでどれ

くらいの時間をかけて、どれくらいのカロリ

ーを点滴でカバーしているのか、点滴でどの

ような器具を使用しているのか、尿量は？体

温の経時変化は？嚥下はうまくいっている

か？――これらのどれもが、大学の講義で学

習した医学概論、病態生理学、物理薬剤学、

生化学などの実践であることを確認できるで

しょう。そうです、“在宅”はとてもすばら

しい実習項目です。実習できるチャンスのあ

る方は、進んで手を上げて“在宅”にトライ

してみてください。素敵な薬剤師を育成して

いただける、すばらしい患者さんが、笑顔で

お出迎えして下さるでしょう。

実践!!
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ような返答は慎まなければなりません。

このような例えでは誤解を招くかもしれま

せんが、『調剤室で間違って調剤してしまっ

た粉薬も取り間違った錠剤も、患者さんの手

に渡る前には正しい薬に変更することができ

ても、一度間違って話してしまった内容を、

後から訂正して患者さんに正しい内容を頭の

中に保持していただくことはとても難しい』

のです。これは、薬局のカウンターでの服薬

指導でも同じことが言えます。『覆水盆に返

らず』という言葉がありますが、《服薬指導

などの言葉という“水”》は、こぼしたら戻

すことが難しいことを“在宅”の実習で確認

することができるかもしれません。

前回の掲載からはや２カ月過ぎてしまいました。４年生は春の国家試験に向けてこれから大

事な季節ですね！。さて、前号の保険薬局の調剤室の実習では、患者さんや家族の方からのお

話・ご要望をもとにした調剤方法の工夫や、大学の講義で学習したことが実践の場で応用され

ていることを、実習の中でつかみ取ることができるという話をしました。第２回の今回は、調

剤室を離れて患者さんのお宅へ」を主題とした在宅訪問服薬指導に関するお話です。

調剤室を離れ、患者さんのお宅へ 調剤室を離れ、患者さんのお宅へ 

軼在宅軻実習にトライを 軼在宅軻実習にトライを 




